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＜連絡事項＞

・1月の皮膚科診察は8日(月)が祝日の為、9日(火)に西病棟と合同で行います。

・1/2（昼）に主菜、副菜の粗キザミの試食会（スタッフ対象）を実施します。

　　粗キザミの検討が必要な病棟、フロアは12/30までに都合の良い時間等メールで栄養士の山田さんまで連絡くださいとの事です。病棟まで栄養士が持って来て下さるそうです。

· パンパール錠が製造中止となった為、本日からヨウレバー錠で処方となります。

＜患者様連絡事項＞

· 倉舘　昌雄様

本人より正月外出の希望ありましたが、前回の外泊時（12/1）に警察に保護され帰院したことから、主治医より当面の間外出泊は控えるようにとの説明あり、本人も易怒的となることなく納得しています。

· 木ノ下　ツヨ様

他科（眼科）受診により処方されていたカリニーユ点眼液がなくなった為、当院よりカタリンK点眼液が処方となりました。本日娘様の面会あり、次回の他科受診は2月頃で付き添えるかどうかは1月後半に連絡しますとの事。

· 磯島　貴広様

本日、母様の面会あり。本人は退院を強く希望しており、28日（木）15:15～面談予定となっています。主治医へは確認済みです。

· 田村　喜七様

腹満著明で排便確認できない為、主治医報告。指示にて摘便・ガス抜き・GE120mlの指示あり施行していますが、排便なく排ガスも少量のみとなっています。不調の訴えありませんが、腹部状態、食事摂取量、吐気、嘔吐の観察を引き続き行って下さい。

· 田中　豊三様

食事摂取できている為点滴止めとなり、点滴自己抜去の可能性あることから行っていた時間拘束も解除となっています。今後も脱水症状に留意して下さい。又、下剤はセンナリド（本日から2T→3Tへ増量）を服用して排便コントロールを行い、シンラックは今後服用しないようにとの事。

· 澤田　正人様

12/24（日）本人から幻視の訴えあった為、東Aユニットへ移室していましたが、現在幻視の訴えなく本日主治医へその旨報告し、指示にて東Dユニットへ再び移室となっています。

＜隔離室使用患者様＞

和田　昌様（本日11時～終日隔離開始）

　　　昨日の準夜帯、個室の患者様の部屋に侵入し、「ゴミ捨てろー！」と指示的な口調で干渉・スプーンで詰所のガラスを叩き「俺のカルテか！」と怒鳴る・スタッフへの不満を一方的に大声で叫ぶ・ドア蹴り等あり気分変動著明で経過。

本日の主治医問診時、主治医に対しての暴言、威嚇言動あり。スタッフ介入するものの、暴言は止まらず躁状態著明。興奮状態である事から主治医より、リントン（5）2A筋肉注射施行と終日隔離開始の指示あり。隔離入室となる事、筋肉注射施行する事を主治医安ヶ平Drより説明していますが、その事に対して興奮し、声を荒げる事から男性スタッフ数名が介入。スタッフに対しては興奮される事は無く、隔離室へは自ら入室（11:00）、指示の筋肉注射も拒否無く施行しています。


　　　隔離入室後も主治医への不満を口調荒げて話しており、気分変動著明で多弁。言動のまとまりの無さもありますが、隔離入室の必要性についての説明に対しては興奮無く頷かれています。
＜新入院患者様＞

　　滝澤　久江様（60）　病名：統合失調症　主治医：川端Dr

S56年頃より不潔傾向、奇声を発する等の状態が顕著となる。
S58.7.1近隣宅へ侵入し、ベッドに水をかける行為があり、保健所職員付き添いにて

松平病院へ入院。薬物療法を行い症状は軽減していたが、お盆外泊をしたまま帰院せず、S59.8.17同院退院。以後は本人が治療を拒否しており、全く治療を受けない状態が続いていた。
H12.11.18みかわ神経科内科を受診。同院より当院紹介され、H17.10.5当院初診。訪問看護導入し、当院への定期的な外来通院を継続していた。高齢の父様との2人暮らしをしていたが、体重増加・尿失禁などがあり、生活リズムも不規則な状態が続いていたとの事。日常生活全般に強力な援助が必要となり、特に生活リズムの改善、肥満改善の為の食事療法目的にて本日11時、家族同伴にて東病棟Ｂユニット（3号室）に入院となっています。

御家族からの情報で、家で毎晩尿失禁あったとの事です。寝る前に必ずトイレへ誘導し排尿を促して行きましょう。（自らは行かないとの事。）又、こちらから話すときは、念をおして何度も話して下さいとの事です。そして、「大丈夫？」と聞くと本人は「大丈夫！」とすぐに返答するそうですが、理解していない事も多いとの事ですので、こまめに観察し日常生活の声掛け・場合によっては介助を行っていきましょう。













